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春
の
拡
大
月
間
は
4
月
18

日
の
拡
大
決
起
集
会
（
出
陣

式
兼
分
会
四
役
学
習
会
）
で

本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
学
習
会
で
は
、
塚
越
常

任（
支
部
仕
事
対
策
部
長
）、

山
田
常
任
（
支
部
技
術
対
策

部
長
）
を
そ
れ
ぞ
れ
講
師
に

迎
え
、
①
4
号
特
例
の
縮
小

②
支
部
の
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
つ
い
て
学
び
、
拡
大

行
動
で
の
対
話
に
活
か
す
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
実
川

書
記
長
の
基
調
報
告
で
は
、

若
手
世
代
の
行
動
参
加
や
事

業
所
へ
の
働
き
か
け
を
行
う

と
と
も
に
、
「
組
合
は
頼
り

に
な
る
存
在
」
で
あ
る
こ
と

を
仲
間
へ
広
く
伝
え
て
い
こ

う
と
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

群
役
員
研
修
会
は
5
月
の

分
会
執
行
委
員
会
を
中
心
に

開
催
、
参
加
は
10
分
会
で
合

計
1
2
0
人
（
前
年
1
1
8

人
）
、
群
長
の
実
務
的
な
学

習
に
加
え
、
共
済
や
国
保
の

メ
リ
ッ
ト
、
署
名
に
取
り
組

む
意
義
な
ど
、
組
合
が
す
す

め
て
い
る
運
動
課
題
に
つ
い

て
も
学
習
を
深
め
、
仲
間
と

の
「
対
話
の
引
き
出
し
」
を

増
や
し
、
活
か
し
て
い
こ
う

と
開
催
し
、
み
ん
な
で
学
習

を
広
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。5

月
14
日
の
「
拡
大
推
進

委
員
会
」
で
は
、
分
会
代
表

者
か
ら
、
拡
大
訪
問
行
動
で

の
対
話
内
容
を
中
心
と
し
た

経
験
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

中
に
は
、
新
し
く
分
会
役
員

に
な
っ
た
若
手
や
青
年
部
長

な
ど
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
う

行
動
に
な
っ
て
き
て
い
る
分

会
が
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
未

加
入
も
含
め
た
地
域
の
事
業

所
を
積
極
的
に
訪
問
し
て
い

る
事
例
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。月

間
中
の
分
会
の
訪
問
行

動
で
は
、
若
手
世
代
の
仲
間

の
行
動
参
加
が
複
数
の
分
会

で
見
受
け
ら
れ
、
各
専
門
部

や
個
別
組
織
が
準
備
・
計
画

し
て
い
る
様
々
な
取
り
組
み

を
案
内
し
な
が
ら
、
仲
間
の

結
集
を
呼
び
掛
け
て
き
ま
し

た
。
書
記
局
で
は
、
労
働
保

険
の
年
度
更
新
や
日
中
の
事

業
所
訪
問
行
動
を
行
い
、
事

業
所
の
要
求
の
聞
き
取
り
や

熱
中
症
対
策
の
義
務
化
な
ど

の
対
話
と
併
せ
、
7
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
学
習
＆
名
刺

交
換
交
流
会
へ
の
誘
い
込
み

を
行
い
ま
し
た
。
未
加
入
事

業
所
に
対
し
て
も
積
極
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
複
数

名
の
加
入
に
も
結
び
つ
け
て

き
ま
し
た
。

分
会
役
員
、
支
部
役
員
、

書
記
局
が
皆

で
決
め
た
目

標
に
団
結

し
、
同
時
に

多
方
面
に
向

け
た
対
話
を

改
め
て
広
げ

て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
を
経
て
、
1
1
9

人
の
新
た
な
仲
間
を
迎
え
入

れ
、
全
地
域
分
会
目
標
を
達

成
し
ま
し
た
。
「
拡
大
」
は

組
織
を
維
持
し
、
大
き
く
し

て
い
く
活
動
で
す
が
、
組
合

員
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
め

て
い
く
活
動
期
間
で
も
あ
り

ま
す
。
今
後
も
続
く
取
り
組

み
で
す
が
、
強
い
分
会
・
群

組
織
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め

に
、
仲
間
と
の
つ
な
が
り
を

強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
最

後
に
、組
合
員
・
役
員
の
み
な

さ
ん
、
昼
夜
を
分
か
た
ず
ご

奮
闘
・
ご
協
力
い
た
だ
き
、誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
引
き
続
き
の
住
宅

デ
ー
の
取
り
組
み
で
の
ご
奮

闘
、大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

目標達成！うれしい目入れです
（左から冨樫委員長、実川書記長、野田組織部長）

砂中の拡大打ち上げ会！

学
習
で
組
合
の
メ
リ
ッ
ト
深
め
訪
問
行
動

新
し
い
仲
間
と
の
つ
な
が
り
強
め
よ
う
！

実 川 英 治

春春春ののの拡拡拡大大大月月月間間間全全全分分分会会会目目目標標標達達達成成成！！！
ご協力ありがとうございましたご協力ありがとうございました

区の補助金申請忘れずに！区の補助金申請忘れずに！

江
東
支
部

◆事務所休館のお知らせ◆
7月2日（水）午後、書記局会
議のため
7月25日（金）終日、全書記決
起集会のため事務所休館しま
す。ご了承ください。
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恋
か
ら
一
転
葬
儀
。
四
代

南
北
は
、
文
政
十
二
（
1
8

2
9
）
年
一
月
二
十
七
日
深

川
の
黒
船
稲
荷
神
社
境
内
の

住
ま
い
で
な
く
な
り
ま
し

た
。
七
十
五
歳
。
葬
儀
は
翌

年
に
な
っ
た
天
保
元
年
正
月

十
三
日
押
上
春
慶
寺
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
南
北
の
弔
い
は

賑
や
か
な
事
だ
っ
た
と
か
。

殊
に
三
座
（
中
村
座
、
市
村

座
、
森
田
座
）
の
役
者
は
残

ら
ず
麻
裃
で
野
辺
送
り
に
参

加
し
た
と
。
冬
で
も
麻
と
書

か
れ
て
い
ま
す
。
麻
裃
は
故

人
を
偲
ぶ
気
持
ち
を
表
現
す

る
制
服
で
し
た
。
南
北
定
紋

の
「
大
」
の
字
が
付
い
た
煙

草
盆
、
土
瓶
、
茶
碗
が
並
ぶ

中
、
餅
菓
子
と
正
本
仕
立
て

の
印
刷
本
が
配
ら
れ
ま
し

た
。印

刷
本
は
「
寂
光
門
松
後

万
歳
」
棺
の
中
か
ら
頭
を
垂

れ
、
手
足
を
縮
め
て
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
こ
の
世
に
生

存
の
間
は
御
贔
屓
に
し
て
く

だ
さ
り
冥
途
に
飛
び
去
っ
た

心
魂
に
徹
し
、
感
謝
申
し
ま

す
。
私
も
老
衰
し
、
早
く
冥

途
へ
行
く
よ
う
に
仏
菩
薩
の

霊
夢
を
度
々
受
け
、
辞
退
は

し
ま
し
た
が
、
寿
命
は
変
え

る
こ
と
が
で
き
ず
あ
の
世
へ

赴
き
ま
す
。こ
の
世
の
名
残
、

万
歳
の
太
夫
と
才
蔵
を
兼

ね
、
亡
者
の
私
が
舞
納
め
ま

す
。
ト
、
読
ん
だ
参
列
者
は

仏
が
よ
み
が
え
っ
た
か
と
顔

を
見
合
わ
せ
、
住
職
は
経
を

唱
え
な
が
ら
松
明
（
た
い
ま

つ
）
で
棺
を
ポ
ン
ポ
ン
と
打

て
ば
、
棺
が
砕
け
て
中
か
ら

南
北
が
飛
び
出
す
。

こ
の
後
、
珍
妙
、
軽
妙
な

言
葉
が
続
き
、
「
俗
名
鶴
屋

南
北
」
の
署
名
入
り
で
文
は

終
わ
っ
て
い
る
。

自
分
の
死
ま
で
を
笑
い
の

茶
番
に
仕
立
て
上
げ
た
作
者

根
性
は
あ
っ
ぱ
れ
で
あ
り
、

生
ま
れ
な
が
ら
の
資
質
だ
け

で
な
く
、
世
の
中
を
劇
場
と

し
た
計
算
済
み
の
作
家
精
神

の
発
露
で
あ
っ
た
。
南
北
の

特
色
の
最
た
る
も
の
は
「
道

化
」
で
あ
り
、
笑
い
に
よ
っ

て
世
の
秩
序
を
転
換
さ
せ
る

人
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
南
北

の
生
き
方
と
作
品
の
両
面
に

表
れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

南
北
は
賤
民
（
紺
屋
）
の

出
身
で
、
主
と
し
て
死
に
関

わ
る
業
務
を
扱
っ
た
。
ゆ
え

に
劇
場
で
の
出
世
は
遅
れ
た

が
、
そ
の
体
験
か
ら
人
間
や

死
に
対
す
る
深
い
思
索
を
作

品
に
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

た
の
で
す
。
花
形
役
者
で
な

く
狂
言
作
者
の
世
界
で
道
化

と
し
て
生
き
る
覚
悟
を
決
め

た
の
が
第
三
代
南
北
の
名
前

を
自
ら
継
い
だ
こ
と
か
ら
解

り
ま
す
。
作
品
に
表
現
し
た

「
世
界
」
の
破
壊
、
黒
い
笑

い
、
運
命
の
逆
転
、
加
虐
と

被
虐
の
交
替
、
人
間
皆
弱
者

な
ど
の
世
界
と
人
間
に
対
す

る
透
徹
し
た
認
識
は
、
南
北

の
道
化
精
神
が
生
み
出
し
た

も
の
と
言
え
ま
す
。

文
化
文
政
期
と
言
う
時
代

が
南
北
を
生
み
出
し
、
南
北

自
信
が
化
政
期
の
本
質
を
深

め
進
展
さ
せ
ま
し
た
。
明
治

ま
で
た
か
だ
か
三
十
九
年
。

激
動
の
幕
末
が
始
ま
る
。
世

界
レ
ベ
ル
で
科
学
力
や
文
化

力
が
最
高
潮
に
発
展
し
た
徳

川
時
代
最
高
の
時
代
で
あ
り

ま
し
た
。

南
北
の
後
半
生
三
十
年
足

ら
ず
、「
東
海
道
四
谷
怪
談
」

を
書
き
あ
げ
、
歌
舞
伎
で
演

じ
ら
れ
て
の
大
仕
事
後
の
四

年
少
し
を
深
川
で
楽
し
ん

だ
。
南
北
の
余
韻
が
黒
船
稲

荷
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

（
諏
訪
春
雄
著
「
鶴
屋
南

北
」
を
引
用
し
参
考
に
し
ま

し
た
。
土
建
江
東
支
部
深
川

第
七
分
会
中
尾
正
文
）

6
月
11
日
（
水
）
江
東
社

保
協
主
催
、
「
平
和
で
、
福

祉
の
花
咲
く
江

東
区
に
！
い
の

ち
と
暮
ら
し
と

未
来
を
守
ろ
う

！
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
社
会

保
障
充
実
を
求

め
て
「
花
咲
デ

モ
」
を
開
催
、

あ
い
に
く
の
雨

天
の
た
め
デ
モ

行
進
を
中
止
し
、
江
東
区
役

所
母
子
像
側
の
階
段
上
踊
り

場
に
集
合
、70
人
が
参
加（
う

ち
土
建
13
人
）
し
ま
し
た
。

集
会
ア
ピ
ー
ル
で
は
、
今
年

で
戦
後
80
年
を
迎
え
る
が
、

憲
法
第
25
条
の
生
存
権
は
実

現
し
て
い
る
と
は
い
い
が
た

い
状
況
で
す
。
賃
金
引
き
上

げ
が
物
価
高
騰
に
追
い
付
か

ず
生
活
は
苦
し
く
な
る
一
方

で
す
。
政
府
は
12
年
連
続
で

防
衛
費
を
増
や
し
、
社
会
保

障
の
改
悪
を
進
め
て
い
ま

す
。江
東
区
か
ら
声
を
挙
げ
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

「
福
祉
の
花
咲
く
江
東
」
を

実
現
さ
せ
ま
し
ょ
う
、
と
参

加
者
全
員
の
拍
手
で
確
認
し

ま
し
た
。
ア
ピ
ー
ル
後
個
人

請
願
を
行
い
、
1
8
8
筆
の

請
願
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

6
月
15
日
（
日
）
、
両
国

駅
す
ぐ
近
く
の
『
Ｂ
Ｂ
Ｑ
Ｄ

Ａ
Ｙ
Ｓ
両
国
』
に
て
、
支
部

後
継
者
対
策
部
主
催
で
春
の

Ｂ
Ｂ
Ｑ
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
参
加
は
14
家
族
52
人
、

後
継
者
対
策
部
ス
タ
ッ
フ
、

女
性
の
会
の
協
力
者
な
ど
8

人
、
合
計
60
人
で
し
た
。

当
日
開
始
前
は
雨
も
降
っ

て
い
ま
し
た
が
、
始
ま
っ
た

と
た
ん
に
雨
も
上
が
り
ま
し

た
。
開
始
後
し
ば
ら
く
す
る

と
、
各
々
席
を

移
動
し
参
加
者

同
士
で
交
流
を

図
り
ま
し
た
。

Ｂ
Ｂ
Ｑ
は
セ
ッ

ト
（
塩
だ
れ
ポ

ー
ク
・
牛
カ
ル

ビ
・
鶏
モ
モ
レ

モ
ン
ペ
ッ
パ
ー

・
フ
ラ
ン
ク
フ

ル
ト
串
・
焼
き

そ
ば
・
枝
豆
な

ど
）
で
頼
ま
れ

て
お
り
、
ど
れ

も
お
い
し
く
、

大
満
足
！
飲
み

物
は
セ
ル
フ
で

個
々
に
好
き
な

も
の
を
選
び
作

る
こ
と
が
で

き
、
ビ
ー
ル
、

ワ
イ
ン
、
焼
酎

な
ど
一
通
り
揃
っ
て
い
ま
し

た
。
飲
み
放
題
な
の
で
、
自

分
の
ペ
ー
ス
で
濃
さ
な
ど
好

き
な
よ
う
に
調
節
で
き
ま
し

た
。小
さ
な
お
子
さ
ん
に
は
、

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
コ
イ
ン
と

ア
イ
ス
が
配
ら
れ
て
大
変
喜

ば
れ
ま
し
た
。
3
時
間
は
あ

っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
、
時

間
が
足
り
な
く
感
じ
ま
し

た
。
最
後
に
お
菓
子
が
配
ら

れ
、
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
ま

し
た
。
後
継
者
対
策
部
で
は

こ
れ
か
ら
も
家
族
で
楽
し
く

参
加
で
き
る
企
画
を
次
々
と

用
意
し
ま
す
。
次
回
も
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

5月19日（月）、所得税節税セミ
ナー開催しました！ 所得税確定
申告についての基礎知識を学習し
ながら、いかに可処分所得を増や
すかを参加者と一緒に学習しまし
た！ 記帳、自主計算、ｉＤｅＣ
ｏ、所得控除制度など学習した節
税トピックを令和7年分の確定申
告に活用していきましょう！

［日時］7月26日（土）13時～
［会場］有明四季劇場 りんかい線「国際展示場駅」

徒歩10分、ゆりかもめ「有明駅」徒歩8分
［追加募集人員］8人（先着順、完売次第終了）
［料金］ 大人8，000円 子ども5，000円
申し込み詳細は支部まで 03―3640―2411

「ⒸDisney」

春のＢＢＱ開催春のＢＢＢＢＱＱ開催

劇団四季ライオンキング追加募集のご案内

両国駅すぐそば

みんなの願いが花咲く江東に

どけん共済会・統一観劇会どけん共済会・統一観劇会

〜
鶴
屋
南
北
の
葬
儀
〜

親子連れで和気あいあい楽しくＢＢＱ
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